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本稿は,愛 知大学国際 コミュニケーシ ョン学部言語コミュニケー ション
学科にお ける英語教育の特色 と実践 について報告する ものである。カ リキ
ュラムの特色,小 人数 クラスにおけるオー ラル ・コミュニケー ションの実
践,イ ンターネ ットによるCobuildDirectを利用 した英作文授業などにつ
いて取 り上げ,開 講後1年 半の実践経過を述 べる。
0.は じめ に
愛知大学国際コミュニケーション学部は,国際社会に通用するコミュニケーション能力をも













る。英会話 の授業は,短 期のネイテ ィヴス ピーカーを採用する ことによ り1ク ラス15名以下,
リーディング,ラ イティングにお いても30名以下で授業を行なっている。そ して,英 会話,リ ー
デ ィング,ラ イティングはそれぞれ,1年 次の基礎的な レベルか ら段階的 に初級,中 級,上 級へ
と積み上げていく方式をとっている(カ リキュラム表参照)。
1年次 2年次 3年次 4年次



















比 較 文 化 論1
(比較思想)
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ト研究1 メデイア ドイ ツ譜
コミュニケー ションドイツ語1






























英語専攻 コースについて言えば,さ らに英語学概論,英 語音声学,英 語史,イ ギリス文学,ア
メ リカ文学,英 語学演習な どの専門科 目,日 英通訳法,日 英翻訳法,BusinessEnglish,英検対
策としてPracticalEnglishなど実務的 科 目,異 文化間コミュニケーション,国 際文化関係論入
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門,国 際政治論入門な どの国際文化理解科 目を組み入れ,外 国語運用能力の向上 と異文化 コミ
ュニケー ションに欠 くことので きない文化,実 務的な教養がバラ ンスよ く形成されるようカ リ
キュラムを配置 している。授業時間数は4年 間で630時間 を超える外国語 の時間数 を配 してい
る。
また,1.2年次 に配 当された 日本語コミュニケー ション技術1,Hは,実 践的な コミュニケー
ション能力を早い時期か ら身に付ける ことができるように,小 人数 クラスで文章を書 き,読 み
取 り,デ ィスカ ッションを通 してコ ミュニケー ション能 力と意欲 を高める ことを目的 とした も
のである。 自分の考えをまとめ,そ れ を効率よ く伝達 し,相 手を理解 しよ うとす る意欲な くし
ては真のコ ミュニ ケー ションは成 り立たな いであろう。
言語 コミュニケーション学科の1学 年の定員は90名(う ち英語専攻 コースの定員45名)に 対
し,英 語科のスタッフ構成は日本人教員3名,外 国人教員3名,さ らに短期契約採用の外国人教
員5名 の計11名。外国人教員の国籍 は専任3名 がイギ リス人,短 期採用教員(1999年度)は そ
れぞれアメ リカ2名,カ ナダ2名,ア イルラン ド1名(1998年度はアメ リカ1名,カ ナダ1名,







学生 といつで も会話ができるようにofficehourを設けることに した。幸い設置委員会の期待通
り,現 在 この時間は多くの学生によ って利用 され,質 問や英会話練習の場 として活用 されてい
る。短期外国人教員のための5人用の大 きな研究室 には,教 員の机以外 にも数人の学生と教員が
囲んで話す ことができるよ うにテー プルを置き,研 究室の入 口には大 きな伝言版 を設け,学 生
と教員 との連絡が密にとれるよ うな配慮 も行なっている。
また,授 業のない1月,2月,3月 に も短期採用のネイティヴの教員1名 の協力を得て,月 曜
日か ら金曜 日,毎 日90分,単位 とは関係のない自主選択制のオー ラル ・コミュニケー ションの
授業を開講 し,9時30分か ら4時30分 までのofficehourを設けた。授業の登録者数 は35名 で,
学生からの反応も好評であった。








英会話初級1…nativespeakerによる,基 礎口語練習。挨拶から入 り,日 常の生活 に必要な短
めのいわゆるサ ヴァイヴ ァル英会話の表現を練習 を通 じて習得す ることを目
標にお く。基礎 口語英語練習のステップ1。
英語発音練習…nativespeakerによる,発 音指導,及 び練習。個 々の母音 の発音や子音の正確
な発音法だ けでな く,phrase,clause,sentence単位 の,ア クセ ン トや イン ト
ネー ション等 に関する発音上の留意点について も指導,練 習す る。
使用テキス トは 「英会話初級1」 「英語発音練習」ともにLiz&JohnSoars,Headway-Student's
BookPartA,Elementary(OUP)1996,
これ までの英語教育の議論には,買 い物や道 を尋ねた りといった旅行英語,い わゆるサ ヴァ
イヴァル英語は街の会話学校 にまかせ,大 学で教えるべきものではないという議論もあったが,
われわれ の学科では,外 国で生活する上で必要最低限の英会話能力が備わ っていな いのでは,そ
の後 の目的 も達成 されないという観点か ら,サ ヴァイヴァル英語か ら始めることにしている。
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1年生の春学期には 「英会話初級1」 と 「英語発音練習」の週2回 ネイテ ィヴ ・ス ピー カーに
よる授業がある。 これ らの科 目は,そ れぞれ異なる教員がペアを組み授業内容が効果的 に連動
するよう綿密に打 ち合わせ を行なっている。 これは次のよ うな点 を考慮 したためである。
(1)学生は1週 間 に2名 の教員 に当たる ことによ り,様 々な英語(ア メ リカ,イ ギ リス,カ
ナダ,ア イル ラン ド等)を 体験する ことができる。
(2)教員側は2名 で教えることによ り,学 生の英語運用能力を二重にチ ェックする ことがで
き2名 の教員 による客観的評価が可能 になる。
日本人学生の一般的傾向 として,入 学時において,ス ピーキ ングの能力は リーデ ィング,ラ
イティングに比べて劣 ってお り,授 業 中は受け身で積極的 に話そ うとしない傾向がみ られ る。
実際 に,国 際 コミュニケー ション学部の学生にお いて も昨年度,開 講直後そのよ うな ことが問
題 になったが,原 因のひ とつに,一 人一人が積極的に参加 しなければな らな いオー ラルコミュ
ニケーシ ョンの授業形態に学生が慣れていないことも考 えられた。
そ こで,ネ イティブの教員たちは入学後で きるだけ早い時期に一人一人個別にイ ンタ ビュー
を実施する ことにした。それ を通 じて個々の学 生のスピーキ ングの能 力を把握す ると同時 に,
ペア,グ ループそ して クラス全体いずれ の場合に も,間 違えを恐れず に,一 生懸命話そ うと努
力することが現段階では文法的正確さよ り重要であることを伝えた。その後学生は授業 の雰囲
気によ りはや く慣れる ことができ,ス ピーキ ングへの意識 も向上 した ことか ら,非 常 に効果が
あったように思われる。本年度は,そ のよ うな経験か ら,新 入 生に対 して開講 直後にイ ンタヴ
ューが行われた。




classroompresentationではメモを参照 しなが ら,学 生はある トピック(外 国 に旅行 した こと,
趣味,関 心を持っていること)に ついて5分 間のshortpresentationを行な う。 またgrouprole
playでは,渡 された写真 を見なが ら学生は3～4人の小グルー プで会話をす ることが求め られる。
これは学 生の 自然な会話能力を評価するのに有効な方法である。
イ ンタヴュー では,流 暢さ(Fluency),発音(Pronunciation),文法(Grammar),語彙力
(Vocabularyrange),積極的に伝えよ うとする能力(AbilitytoInitiateConversation)を基準 に評
価を行な った。
2年生における新 しい試みにつ いて若干ふれてお くな らば,学 生たちは,か な り正確な文章で
応対す ることができ,積 極的に話そ うとする意欲が 生まれてきた ことか ら,授 業以外 に学生同
士が ペアで自らテーマを決めて,10分間の会話をテープに録音 し,毎 週提 出す る ことを義務づ
..
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けている。教員は間違いをチェ ック し,コ メン トとともに学生 に返 して いる。
3.リ ーデ ィング,ラ イテ ィング にお ける試 み一イ ンターネ ッ トによる
コーパ スの利用 な ど
リーデ ィング,ラ イティングは基本的に日本人教員が担 当するが,初 級英作文II(1年生秋学
期)で は一部ネイティヴの教員の協力を得て行われ る。また,新 しい試みとしてイ ンターネ ッ
トによるコーパスを利用 した英作文の授業も行なわれた。テキス トの選択 は担 当教員に一任 さ
れているが,授 業目標 にあわせてその内容 とレベル に関 して厳密 に検 討を加えた上で決定 され




,文 法的な ことがらを確実 に把握 しなが ら,語 彙,慣 用句等
を習得す ることを目標 とする。英文読解 のステ ップ1。
(使用 テ キ ス ト例:S.KathleenKitao/KenjiKitao,BritishPatterns,RoaldDah1,The
UmbrellaManetc.)
IntensiveReadingl…「lntensiveReadingI」か ら引き続 くもので,基 本的な文法を重視
(1年生秋学期) した英 文 和 訳練 習
。 比較 的 多 くの語 彙 を習 得 す るた め に も,













英作文初級1… 基本的な英文作法練習で,文 法を重視 したsentence単位の英訳。高等学校
(1年生春学期) での文法 ・作文の英語学習の復習か ら出発 し,そ れを多少発展 させた程度
までを目標 とする。基本英作法のステ ップ1。
(使用テキス ト例:木 塚晴夫 ・RogerNorthridge,CommonErrorsinEnglishWriting,根問弘
海 ・BrianSmilleEnjoyExpressingYourselfetc.)
英作文初級a… 基本的な英文作法練習で,文 法を重視 した英訳。 「英会話初級1」 に続 く
(1年生秋学期) もので
,日常生活に必要な ことが らを平易な書き言葉で表現す ることを目
標 とす る。基本英作法のステ ップ2。
(使用テキス ト例:田 本健一 ・SimonSanada,BasicSkillsinEnglishetc.)
英作文初級H… 基本英作文練習。 「初級英作文1」 「初級英作文II」に続 くもので,日 常生
(1年生秋学期) 活 に必要なことが ら及び
,文 化,歴 史,社 会等 を含む多少抽象的なことが
らを平易な書 き言葉で表現する ことを目標 とす る。
(使用テキス ト例:桃 沢力 「場面 とジャンルで考える英作文」etc.)
英作文初級1V…基本英作文練習。 「初級英作文皿」 に続 くもので,日 常生活に必要な こと
(2年生春学期) がら及び
,文 化等 の多少抽象的なことが らを平易な書き言葉で表現す るこ
とを目標 とす る。パ ラグラフ単位の英作文 を導入。
(使用テキス ト例:S.KathleenKitao&KenjiKitao,BasicWritingStrategiesetc.)
塚本担 当のイ ンターネ ットを利用 した初級英作文IIでは,CobuildDirectが用い られた。英国
バー ミンガム大学 とCollins社が産学協 同でCobuild辞典編纂 のため に構築 され たTheBankof
English(現在3億 数千語)の6分 の1(約5千 万語)の コーパス,CobuildDirectは現在イ ンター
ネッ トによって利用することがで きる。CobuildDirectを英作文の授業に導入する利点 として次
のことがあげ られる。
・語法上の問題を自ら実際 に用 いられた大量の英文か ら解決する ことができ,それによって語
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感 を養 うことがで きる。
・規範的ではな く記述的な立場から現代英語の姿 をとらえることができる。
・コロケー ション,動詞のパターンな ど外国語として英語を学ぶ者 にとって貴重な情報を得る
ことができる。
授業では次のような方法で利用された。
・教師の側が解説を加 えるべき語法 について資料 として提示する。
・学生の側か ら語法に関する質問が出た ときに,そ れをCobuildDirectで調べるように促す。
・学生が予習の段階で適 当な英語表現が 手元の辞書に見出せな いとき,CobuildDirectを辞書
代わ りに使 う。
具体例 を次 にあげてお く。(1)は空所 に入 る適 当な語 を補充す る問題で ある。正解は(3)
causehavocであるが,コ ーパスでcauseを調べることによってcauseが病気,trouble,problemと
いった悪い意味をあらわす名詞 とともに用 いられるということがわかる。学習者は,コ ーパス










































次 に,(2)の 例 で は,「_は ～ に 役 立 つ 」 と 言 う と き の`_beusefulfor+名詞'の パ タ ー ン
は,コ ー パ ス に よ れ ば,き わ め て 多 くの 例 に お い てvery,particularly,especiallyなど の 強 意 の 副
詞 と と も に 用 い ら れ て い る 。 学 習 者 は 単 に'beusefulfor+名 詞'で は な く,'be
very/particularly/especiallyusefulforsb/sth'とし て お ぼ え る こ と が よ り 有 効 で あ る 。

























































































*本稿 は1999年5月22日,愛 知大 学名古屋校 舎で開催 された第53回 語学 ラボ ラ トリー学 会
(LLA)中部支部研究大会で塚本が報告した原稿に加筆修正したものである。
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